
(見IJ紙4(2))
事業所名 サロン・ド・フレール

2目標達成計画 作成日:令和 1 年 11月 10日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で、次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入
します。

l【目標達成計画】

優先 項目
現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容

目標達成に
順位 番号 要する期間

運実営践推的進な訓会練議参の加参に加至者っにて消い防な訓い練。の見学だけで 運を行営っ推て進頂会き議、の気参づ加きゃ者意に見消を防頂訓く練。の役割担当 運導営、見推守進り会の議役の割参担加当者をl振』、り初分期け消訓火練、参避加難者誘の

13 
一員として訓練を実施する。その日の運営推進

6ヶ月
会議で意見を話して]頁〈場を設ける。

日常的な外出の支援は、季節の行事や散歩1::留 」、家族様やボフンナイアの協力を得て希望L沿っ 職員だけでは支援出来ない場合は、)家族様や
まっている。利用者様の重度化や職員体制など た外出や日常的な外出の機会を設ける。 協力機関の活動内容を確認し認知症サボーター

2 18 
から希望に沿った外出の支援の機会が少ない。 やボランティアなどを依頼し、希望に沿った外出

6ヶ月
文ボランティアの支援の活用も出来ていない。 や日常的な外出支援につなげる。

3 ヶ月

4 ケ月

5 ケ月

注)項目の欄については、自己評価項目のNoを記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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